
特別企画セミナー第9回　理事長 

鴨打 正浩 先生

脳卒中は日本人の死因の第4位、介護の原因疾患の第1位を占め、少子高齢化
が急速に進むわが国では、今後も患者数は増えると予想されている。脳卒中治療
においては、超急性期脳梗塞患者に対する血栓溶解療法の効果が最も高い。
しかしながら未だに脳卒中後に後遺症を残すことは多く、リスク管理による予防
がより重要である。本講演では高齢化社会における脳卒中について概説する。

                                     附属総合コホートセンター　
                                      医療管理学　教授
九州大学大学院医学研究院 

［日時］

［場所］

［座長］ 佐賀県医療センター好生館　理事長　　中川原 章
６月９日（火）　18:00～

佐賀県医療センター好生館（２F多目的ホール）

総合教育研修センター（内 :1850）

地方独立行政法人

Saga Medical Center Koseikan "Designed by Freepik.com"

「高齢化社会における
　　　　　　脳卒中診療　」

日本内科学会（認定医）、日本老年医学会（専門医／代議員）、日本脳卒中学会（専門医／代議員／評議員）
日本脳循環代謝学会（評議員）、日本医療・病院管理学会、　日本プライマリ・ケア連合学会など

［所属学会］


